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１                              問題のページへ 

)( xQ を複素数範囲で因数分解して,  

))(()( ba --= xxaxQ  )0( ¹a  

さて, )( xP を )( xQ で割った商を )( xA , 余りを qpx + とおくと,  

)()()()( qpxxAxQxP ++=  )0( 22 ¹+ qp  

すると, qpP += aa )( ……①, qpP += bb )( ……② 

次に, { }2)( xP を )( xQ で割った商を )( xB とおくと,  

{ } )()()( 2 xBxQxP =  

すると, { } { } 0)()( 22 == ba PP より, 0)()( == ba PP ………③ 

①②③より, 0=+ qpa , 0=+ qpb となり,  

0)( =- bap  

ここで, ba ¹ とすると 0== qp となり, 022 ¹+ qp に反する。 

よって, ba = となるので, 2次方程式 0)( =xQ は重解をもつ。 

 

［解 説］ 
)( xQ の因数分解を設定して, 剰余の定理を用いる解法を採用しました。 
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２                              問題のページへ 

まず, 線分 AB上の点は, 0≦s≦1として,  

)2,32,22()0,3,2)(1()2,1,0(),,( ssssszyx +-+-=-+=  

また, 線分 OP上の点は, 0≦u≦1として,  

)35,29,5(),,( tttuzyx +++=  

線分 ABと線分 OPが交わるのは,  

)2,32,22( sss +-+- )35,29,5( tttu +++=  

すなわち, )5(22 tus +=+- ……①, )29(32 tus +=+- ……② 

)35(2 tus += ……③ 

①②より, )4(1 tu += ………④ 

②③より, )514(3 tu += ………⑤ 

④⑤より, 0)4(3514 =+-+ tt となり, 1-=t である。 

このとき, 
3
1=u , 

3
1=s となり, 0≦s≦1, 0≦u≦1を満たすので, 1-=t のとき, 線

分 OPと線分 ABは交点をもつ。 

また, 交点の座標は,  

( )
3
2,

3
7,

3
4)35,29,15(

3
1),,( =---=zyx  

 

［解 説］ 

空間内の 2 直線が, 交点をもつという特別な位置関係にあることを示す問題です。

これは, 連立方程式①②③が解をもつ条件として, 言い換えることができます。 
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３                              問題のページへ 

関数 )( xy f= のグラフの x≦0の部分は, 頂点が ( )
4
1,

2
1- の放物線より, aを 0で

ない定数として,  

( )
4
1

2
1 2

++= xay  

原点を通るので, 
4
1

4
10 += a , 1-=a  

よって, ( )
4
1

2
1 2

++-= xy , xxy --= 2 ………① 

また, 関数 )( xy f= のグラフの x≧0 の部分は, x≦0 の

部分を原点対称したものなので,  

)()( 2 xxy ----=- , xxy -= 2 ………② 

さて, ①より 12 --=¢ xy なので, 1-=x のとき 1=¢y となり, 点 )0,1( - における

接線の方程式は,  

1+= xy ………③ 

②と③の交点は, 12 +=- xxx , 0122 =-- xx より, 21 +=x  

以上より, 求める図形の面積を Sとすると,  

òò
+

-
+-+++++=

21

0

20

1

2 )1()1( dxxxxdxxxxS  

 òò
+

-
++-++=

21

0

20

1

2 )12()1( dxxxdxx  

 [ ] [ ] 21

0
2

30

1
3

3
)1(

3
1 +

- ++-++= xxxx  

 )21()21()21(
3
1

3
1 23 +++++-=  

 2
3
42 +=  

 

［解 説］ 

微積分のセンターレベルの基本題です。なお, 定積分の計算は, 工夫なしで実行し

ています。 

1

1

O
21 +

1-

y

x
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４                              問題のページへ 

(i)  2=n のとき 

622 =+n となり, 22 +n は素数ではない。 

(ii) 3=n のとき 

1122 =+n となり, nと 22 +n はともに素数である。 

(iii) 5≧n のとき 

nは素数なので, 2 の倍数でなく, しかも 3 の倍数でもないことより, k を自然数と

して, 16 ±= kn と表すことができる。このとき,  

)1412(3312362)16(2 2222 +±=+±=+±=+ kkkkkn  

すると, 1412 2 +± kk は整数なので, 22 +n は 3の倍数となり, 素数ではない。 

(i)～(iii)より, nと 22 +n がともに素数になるのは, 3=n の場合のみである。 

 

［解 説］ 
まず, 13,11,7,5,3,2=n として 22 +n を計算したところ, n が 5 以上のとき, 

22 +n は 3の倍数になると推測できました。これを, 式を用いて確認した解です。 



2006 京都大学（理系）前期日程  解答解説 

© 電送数学舎 2006 －5－ 

５                              問題のページへ 

BC上に点 Qを固定し, 0＜p＜1, 0＜r＜1として,  

ABAP p= , ACAR r=  

△PQRの重心を Gとすると,  

AC
3
1AB

3
1AQ

3
1)ARAQAP(

3
1AG ×+×+=++= rp  

ここで, 1AQAQ
3
1 = , 1ABAB

3
1 = , 1ACAC

3
1 = とおき, 

線分 1AB , 1AC を隣りあう 2 辺とする平行四辺形を AS とお

く。 

さて, p, r を 0＜p＜1, 0＜r＜1 を満たすように動かすと, 

点 Gは, AS を 1AQ だけ平行移動した平行四辺形 1QS の内部

を動く。 

ここで, 点 Q を辺 BC 上で点 B から点 C まで動かすと, 

点 1Q は線分 11CB 上を点 1B から点 1C まで動く。その結果, 平行四辺形 1QS は平行移

動し, その通過領域が点 Gの動く範囲である。 

以上より, 辺 AB の三等分点を 1B , 2B , 辺 AC の三等分

点を 1C , 2C , 辺 BC の三等分点を 1D , 2D とおくと, 点 G

は六角形 122121 CCDDBB の内部を動く。 

すなわち, 点 G の動く範囲は右図の網点部である。ただ

し, 境界線は含まない。 

 

［解 説］ 

独立に動く点が 3 つあり, そのうちの 1 つを固定して考えた解です。そのプロセス

が記述しにくく, そのため演習するのに適した問題です。 

A

B CQ

Q1
B1 C1

A

B C

B1 C1

B2 C2

D2D1
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６                              問題のページへ 

条件より, ò +=
q

aq
0

)cos()( dxxxF なので,  

)cos()( aqqq +=¢F  

2
0 pq≦≦ , 

2
0 pa＜＜ なので, paq ＜＜ +0 となり, 

2
paq =+ ( )apq -=

2
のとき

0)( =¢ qF となる。 

すると, 右の増減表より, apq -=
2

のと

き )(qF は最大となる。 

よって, )(qF の最大値は,  

( ) [ ] òò
---

+-+=+=-
apapap

aaaap 2

0
2
0

2

0
)sin()sin()cos(

2
dxxxxdxxxF  

   ( ) [ ] aapapap ap
cos

2
)cos(

2
sin

2
2
0 --=++-=
-

x  

 

［解 説］ 

あまりにも簡単に結果がでてしまい, 不気味な感じがします。 

 

q  0 … ap -
2

 … 2
p  

)(qF ¢  0 ＋ 0 －  
)(qF       


